
学費の公私間格差是正、『私学も無償に』、就学支援金制度の維持・拡充                                                      

 

全私研後、北陸、四国など各県・ブロックでブロックキャラバンや対県要請がおこなわれています。２０２０年の就学支援金拡充から３年が経過し、「私学の無償化」の前進に向けた政策を掲げて臨んだ２０２３年夏の交渉。 

九州では佐賀と熊本で対県要請。熊本は全国で１１県しか残っていない「県単なし」の県。４人の高校生、保護者に加え大分、長崎、５人の県議も参加、総勢１８人の要請行動はマスコミも注目し、夕方のニュースで取り上げました。 
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